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水島機器製作所となり、航空機の材料
だったジュラルミンを使って民需品を
つくります。水島ガスには、当時の製
品である椅子が残されています。
この椅子は爆撃機の一式陸攻の座席を
転用したものといわれています。

撮影：山口百香

水
島
ガ
ス
と
い
え
ば
、
水
島
臨
海
鉄
道

の
水
島
駅
近
く
、
水
島
港
の
東
隣
に
あ
る

大
き
な
２
つ
の
球
形
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
（
ガ

ス
を
貯
蔵
す
る
タ
ン
ク
）
が
シ
ン
ボ
ル
で

す
。
こ
れ
は
約
40
年
前
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
は
、
円
柱
形
の
ガ
ス
ホ
ル

ダ
ー
で
し
た
が
、
今
で
は
取
り
壊
さ
れ
、

跡
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
は
港
か

ら
も
よ
く
見
え
ま
す
。
ま
さ
に
、
水
島
の

目
印
で
す
。

水
島
ガ
ス
は
水
島
地
区
と
玉
島
地
区
の

約
２
万
４
０
０
０
戸
に
都
市
ガ
ス
を
供
給

し
て
い
ま
す
（
２
０
２
２
年
３
月
時
点
）。

一
方
で
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る

水
島
の
工
業
と
生
活
を
支
え
る

円柱形のガスホルダー　昭和36（1961）年1月4日	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）
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家
庭
や
事
業
所
も
多
く
、
水
島
は

都
市
ガ
ス
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
入

り
乱
れ
て
い
ま
す
。
東
高
梁
川
の

廃
川
地
に
つ
く
ら
れ
た
水
島
商
店

街
付
近
は
都
市
ガ
ス
で
す
が
、
道

ひ
と
つ
変
わ
る
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

の
利
用
者
も
あ
り
ま
す
。
水
島
ガ

ス
も
約
６
２
０
０
戸
に
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

水
島
ガ
ス
は
、
名
古
屋
の
東
邦

ガ
ス
か
ら
生
ま
れ
た
会
社
で
す
。

水
島
ガ
ス
は
東
邦
ガ
ス
の
子
会
社

で
、
東
邦
ガ
ス
が
水
島
ガ
ス
の
株
を

１
０
０
％
持
っ
て
お
り
、
現
在
も
社

長
は
東
邦
ガ
ス
の
出
身
者
で
す
。

な
ぜ
名
古
屋
な
の
か
。
そ
れ
は

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
に
、
軍

用
機
を
つ
く
る
三
菱
重
工
業
名
古

屋
航
空
機
製
作
所
が
水
島
に
進
出

す
る
に
あ
た
り
、
名
古
屋
か
ら
一

緒
に
や
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
ガ

ス
は
軍
需
産
業
の
中
で
欠
か
せ
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
し
た
。

後
に
、
一
般
民
需
用
の
ガ
ス
も

供
給
す
る
水
島
ガ
ス
で
す
が
、
当

初
は
産
業
用
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
の
で
す
。
現
在
も
三
菱
自
動
車

の
自
動
車
製
造
に
お
い
て
、
主
に

塗
装
を
乾
か
す
た
め
に
ガ
ス
が
供

給
さ
れ
て
お
り
、
産
業
の
た
め
の

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

水
島
ガ
ス
は
、
地
域
の
工
業
と

生
活
の
両
面
を
支
え
て
お
り
、
両
者

の
接
合
点
に
い
る
企
業
な
の
で
す
。

水島港と水島ガス　昭和43（1968）年	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

鶴の浦の川崎製鉄団地　企業団地にも水島ガスの都市ガスを供給　平成 3（1991）年9月6日	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

南畝の堤　遠景左に水島港　右に水島ガスのガスホルダーが見える　昭和36（1961）年2月12日	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）
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水
島
の
最
古
参
企
業
と
し
て

ガスホルダー（左）と石
炭からガスを発生させる
工場（右）が見える　昭
和36（1961）年10月31日　	
安藤弘志氏撮影（倉敷市
歴史資料整備室蔵）

水
島
瓦
斯
株
式
会
社
（
水
島
ガ
ス
）

は
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
4
月
17
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ス
の
供
給
は

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
11
月
27
日
。
ま

だ
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
が
完
成
し
な
い
ま
ま
で

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
（
水
島
瓦
斯
株
式

会
社
編
『
社
史　

水
島
瓦
斯
株
式
会
社
』

１
９
８
３
年
、
56
頁
）。

当
時
の
ガ
ス
の
原
料
は
石
炭
で
す
。
水

島
港
か
ら
石
炭
を
積
み
込
み
、
ガ
ス
化
さ

せ
て
三
菱
重
工
業
に
供
給
し
て
い
ま
し

た
。
水
島
航
空
機
製
作
所
で
、
ガ
ス
は
航

空
機
材
料
の
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
強
化
の
た

め
の
硝
石
溶
解
炉
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
工
場
だ
け
で
な
く
、
病
院
と
炊
事
場

に
も
ガ
ス
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

水
島
航
空
機
製
作
所
で
つ
く
ら
れ
た
第

１
号
機
の
進
空
式
は
１
９
４
４
（
昭
和

19
）
年
2
月
11
日
。
ま
さ
に
、
突
貫
工

事
で
水
島
が
軍
需
工
場
化
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
す
（
水
島
自
動
車
製
作
所
50
年
史

編
さ
ん
委
員
会
編
『
水
島
自
動
車
製
作
所

50
年
史
』
三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社

乗
用
車
生
産
本
部
水
島
自
動
車
製
作
所
、

１
９
９
３
年
、
15
頁
）。

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
6
月
22
日
の

水
島
空
襲
で
、
三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機

製
作
所
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。
そ
の
隣

に
あ
っ
た
水
島
ガ
ス
の
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
は

グ
ラ
マ
ン
機
銃
掃
射
の
被
害
を
受
け
ま
す

が
、
ガ
ス
生
産
が
で
き
る
状
況
で
終
戦
を

迎
え
ま
す
。
戦
災
は
生
産
設
備
よ
り
も
人

水島ガス北側の交差点　平成 5（1993）年 9月12日　	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

海岸通２丁目　水島臨海鉄道（倉敷運輸株式会社荷揚場付近）と水島ガスのガス
ホルダー　昭和35（1960）年 11月18日	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）
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国道430号線から水島ガスホルダーを望む（西方面）　 昭和47（1972）年2月11日　	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

国道430号線（水島ガス付近）　 昭和47（1972）年2月10日　	
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

的
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
8
月
6
日
の
広
島
へ
の
原
爆

投
下
に
よ
っ
て
、
同
地
で
会
議
に
出
席
し

て
い
た
藤
本
憲
治
社
長
を
は
じ
め
と
す
る

5
人
の
幹
部
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
前

掲『
社
史　

水
島
瓦
斯
株
式
会
社
』73
頁
）。

唯
一
の
供
給
先
だ
っ
た
三
菱
重
工
業
が

被
害
を
受
け
た
こ
と
で
、水
島
ガ
ス
も
操
業

停
止
の
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
後
、石
炭
か
ら
コ
ー
ク
ス
を
生
産
し
て
急

場
を
し
の
い
で
き
ま
し
た
。
再
び
ガ
ス
を

供
給
し
は
じ
め
る
の
は
１
９
４
６（
昭
和

21
）年
1
月
か
ら
で
す
。

三
菱
重
工
業
は
水
島
機
器
製
作
所
と
な

り
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
で
鍋
・
釜
・
弁
当
箱
・

筆
入
・
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
容
器
な
ど
を

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
（
前
掲
『
水
島
自

動
車
製
作
所
50
年
史
』
24
～
25
頁
）。
水

島
ガ
ス
に
は
そ
の
製
品
の
一
つ
で
あ
る
、

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
の
事
務
椅
子
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
活
用
の
ガ
ス
、
つ
ま
り
一
般
民
需
用

ガ
ス
供
給
を
決
め
た
の
は
１
９
４
６
（
昭

和
21
）
年
4
月
の
こ
と
。
手
始
め
と
し
て

三
菱
重
工
業
の
旧
社
宅
地
帯
へ
供
給
さ
れ

ま
し
た
（
前
掲
『
社
史　

水
島
瓦
斯
株
式

会
社
』
84
頁
）。
当
時
の
三
菱
重
工
業
の

社
宅
地
域
は
、
現
在
の
水
島
商
店
街
周
辺

の
地
域
で
す
。

空
襲
が
あ
っ
た
か
ら
、
一
般
住
宅
に
向

け
て
の
ガ
ス
提
供
が
始
ま
っ
た
と
い
う
の

は
、
水
島
ら
し
い
物
語
と
い
え
ま
す
。
し

か
し
、
当
時
は
ガ
ス
を
家
庭
用
に
使
う
こ

と
は
「
ぜ
い
た
く
品
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
く
に
山
が
あ
る
水
島
で
は
、
薪

を
燃
料
に
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
ガ
ス
管

の
敷
設
工
事
は
東
邦
ガ
ス
が
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
く
設
備
投
資
を
し
よ

う
と
し
て
も
資
材
が
足
り
ず
、
名
古
屋
の

戦
災
地
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
古
い
ガ
ス
管

が
工
事
に
使
わ
れ
ま
し
た
（
前
掲
『
社
史　

水
島
瓦
斯
株
式
会
社
』
99
頁
、
94
頁
）。

そ
の
後
、
三
菱
石
油
（
現
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
）、
川
崎
製
鉄
（
現
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
）、
化

成
水
島
（
現
・
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
）
な
ど
が

進
出
し
て
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
建
設
さ

れ
、
巨
大
な
社
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
水
島
ガ
ス
は
そ
の
住
宅
用
の
ガ
ス
供

給
を
行
い
、
水
島
の
市
街
地
化
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。
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水
島
が
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
す
る
中

で
、
ガ
ス
の
原
料
が
石
炭
か
ら
石
油
に
変

わ
り
ま
す
。
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
あ
る

地
域
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
が
、
石
油
精

製
の
と
き
に
発
生
す
る
「
オ
フ
ガ
ス
」
を

都
市
ガ
ス
に
利
用
し
た
の
が
水
島
ガ
ス
の

特
徴
で
す
。
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
の

こ
と
で
す
。

オ
フ
ガ
ス
は
製
造
工
程
で
副
生
す
る
製

品
化
で
き
な
い
ガ
ス
で
、
製
油
所
の
自
家

燃
料
に
も
な
り
ま
す
が
、
焼
却
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
石
油

精
製
プ
ラ
ン
ト
か
ら
炎
が
噴
き
上
が
っ
て

驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
フ
レ

ア
ス
タ
ッ
ク
で
オ
フ
ガ
ス
を
燃
焼
さ
せ
て

い
る
の
で
す
。

そ
の
廃
棄
さ
れ
る
ガ
ス
を
、
水
島
で
は

混
ぜ
込
ん
で
都
市
ガ
ス
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
つ
の
再
資
源

化
で
、
エ
コ
な
取
り
組
み
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
途
中
か
ら
、
川
崎
製
鉄
か
ら
出
る
石

炭
由
来
の
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
も
一
部
混
入

し
ま
し
た
。「
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
は
微
量

な
が
ら
タ
ー
ル
が
混
じ
っ
て
詰
ま
り
や
す

く
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
が
起
き
や
す
く

な
っ
た
り
し
て
、
管
理
が
難
し
か
っ
た
」

と
、
当
時
の
ガ
ス
マ
ン
、
佐
伯
良
一
さ
ん

は
い
い
ま
す
。「
自
分
で
ガ
ス
を
製
造
し

な
く
て
も
、
周
り
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

水
島
は
特
殊
な
状
況
に
あ
っ
た
ん
で
す
。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
と
も
に
大
き
く
な
り
ま

し
た
」。
ま
た
、
営
業
で
三
菱
自
動
車
の

担
当
だ
っ
た
谷
田
弘
和
さ
ん
は
「
三
菱
の

工
場
の
設
備
増
設
で
忙
し
か
っ
た
」
と
、

誇
り
を
も
っ
て
当
時
の
水
島
ガ
ス
の
発
展

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
同
じ
く
、
当
時
営

業
を
担
当
し
て
い
た
三
宅
次
郎
さ
ん
も

「
住
宅
は
ガ
ス
管
を
引
け
ば
都
市
ガ
ス
を

使
っ
て
く
れ
る
。
営
業
は
走
り
回
り
ま
し

た
」
と
、
住
宅
が
増
え
水
島
が
発
展
し
て

い
く
様
子
を
語
り
ま
し
た
。

石
油
は
石
炭
と
比
べ
て
熱
量
が
高
く
、

産
業
の
中
で
は
大
変
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
硫
黄
酸
化
物
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
に
、
大
気
汚
染
の
原
因
に
も
な
っ

願
い
は
水
島
を
「
持
続
可
能
な
ま
ち
」に

上写真：左に亀島山、中央上に水島市街地、中央下に三菱自動車、右に水島港と水島ガス　	
昭和 41(1966)年7月28日　下写真：水島市街　平成5(1993)年10月2日	
上・下とも安藤弘志氏撮影 ( 倉敷市歴史資料整備室蔵 )
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研
究
開
発
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

望
ま
し
い
地
域
の
将
来
像
に
つ

い
て
、
古
山
社
長
に
聞
い
た
と
こ
ろ

「
水
島
の
ま
ち
が
活
性
化
し
、
大
勢

の
人
が
住
み
つ
づ
け
て
ほ
し
い
」
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
水
島
ガ
ス
の
事
業
の
発
展
と

も
一
体
の
も
の
で
し
ょ
う
。
魅
力
に

あ
ふ
れ
豊
か
な
生
活
を
実
感
で
き

る
水
島
を
め
ざ
し
て
、
現
在
は
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
協

賛
・
参
加
な
ど
、
地
域
の
人
々
と
と

も
に
活
動
す
る
姿
勢
を
水
島
ガ
ス

が
持
っ
て
い
る
理
由
が
わ
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
水
島
と
い

う
願
い
は
、
公
害
地
域
の
再
生
と

い
う
み
ず
し
ま
財
団
の
目
標
と
も

同
じ
で
す
。「
持
続
可
能
な
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て
手
を
取
り
合
っ
て
歩

ん
で
い
き
た
い
―
―
そ
う
い
う
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
１
９
７
０

年
代
か
ら
、
石
油
か
ら
天
然
ガ
ス

へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

天
然
ガ
ス
に
転
換
す
れ
ば
、
硫

黄
酸
化
物
は
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な

り
、
窒
素
酸
化
物
や
二
酸
化
炭
素

の
排
出
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
水
島
ガ
ス
は
全
国
的
に
は
天

然
ガ
ス
へ
の
切
り
替
え
が
遅
く
、

２
０
０
８
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
オ
フ
ガ
ス

の
利
用
は
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

気
候
変
動
問
題
へ
の
対
策
は

待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
水
島
ガ
ス

も
次
の
一
手
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
天
然
ガ
ス
自
体
を
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
）
に
転
換
し

て
い
き
た
い
と
古
山
義
洋
社
長
は

い
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
「
メ
タ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
技
術

も
選
択
肢
に
な
り
ま
す
。「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
つ
く
っ
た
電
気

で
水
素
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
水
素

と
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
か
ら
ガ

ス
（
合
成
メ
タ
ン
）
を
つ
く
る
の

で
す
」。
こ
う
な
れ
ば
、
二
酸
化
炭

素
が
オ
フ
セ
ッ
ト
（
排
出
と
吸
収

が
相
殺
）
さ
れ
た
ガ
ス
を
つ
く
れ

る
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
現

在
は
、
ま
だ
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
、

す
ぐ
に
原
料
転
換
を
す
る
の
は
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。
２
０
２
１

年
６
月
に
は
「
メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン

推
進
官
民
協
議
会
」
が
発
足
し
、
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みずしま財団
Webサイト

み
ず
し
ま
財
団
に
つ
い
て

地
域
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

水島ガス株式会社 ( 本社 )
〒 712-8056 岡山県倉敷市水島福崎町3-30

　

み
ず
し
ま
財
団
は
、正
式
名
称

を「
公
益
財
団
法
人
水
島
地
域
環

境
再
生
財
団
」と
い
い
、2‌

0‌

0‌

0

年
3
月
に
、
水
島
地
域
の
環
境
再

生
・
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
を
主
体
に
、
行
政
・
企
業

な
ど
水
島
地
域
の
様
々
な
関
係
者

と
専
門
家
が
協
働
す
る
拠
点
と
し

て
、よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
創
造

す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
、調
査
活
動
を
は
じ
め
、
学
び
の

場
づ
く
り
、人
と
の
つ
な
が
り
づ
く

り
、そ
し
て
公
害
の
経
験
の
継
承
と

公
害
患
者
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
（
２
０
２
２
年
10
月
、
ミ
ニ

資
料
館
「
み
ず
し
ま
資
料
交
流
館
」

を
開
設
）。

　

岡
山
県
倉
敷
市
の
中
に
あ
る
水

島
地
域
は
、
日
本
有
数
の
鉄
鋼
・
石

油
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
有
し
て
い
る

地
域
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
新
田
干

拓
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
農
村
で
も
あ

り
、
瀬
戸
内
海
の
豊
か
な
海
に
養
わ

れ
た
漁
場
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら

漁
業
の
文
化
も
あ
る
、
日
本
近
代
の

色
ん
な
歴
史
が
詰
ま
っ
た
魅
力
的
な

場
所
で
す
。
そ
ん
な
水
島
地
域
の
新

し
い
魅
力
を
探
し
出
す
の
が
「
み
ず

し
ま
地
域
カ
フ
ェ
」
で
す
。「
水
島

メ
モ
リ
ー
ズ
」
は
み
ず
し
ま
地
域
カ

フ
ェ
で
集
め
た
情
報
を
も
と
に
構
成

し
て
い
ま
す
。

　

水
島
地
域
の「
ワ
ク
ワ
ク
」
を
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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